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Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
妥
結
に
向
け
て
、

40
数
年
続
け
て
き
た
減
反
政
策
を
５
年
後

に
廃
止
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
農
政
の
大

き
な
転
換
期
で
あ
る
と
思
う
が
、
阿
蘇
市

農
政
課
の
見
解
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
市
と
し
て
も
、
国
の

農
業
政
策
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
中
で
、

補
助
金
に
頼
ら
な
い
し
っ
か
り
と
し
た
基

盤
を
作
ら
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

米
に
対
し
て
は
、
農
地
を
集
積
し
な
が
ら
、

コ
ス
ト
を
下
げ
る
事
が
大
事
で
あ
り
、
ま

た
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
進
め
、
各
地
域

の
集
落
営
農
を
活
性
化
す
る
こ
と
も
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
今
回
阿
蘇
地
域
が
世
界
農
業
遺

産
に
認
定
さ
れ
た
が
、
今
後
ど
う
活
か
す

か
。
　
　
　
　
　

 

阿
蘇
の
世
界
農
業
遺
産
は

基
本
的
に
は
草
原
と
い
っ
た
部
分
で
認
定

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
農
産
物
に
つ
い
て
は
、

草
原
の
野
草
を
利
用
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を

進
め
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
是
非
、
先
人
の
知
恵
に
な
ら
っ

て
、
草
原
の
野
草
を
利
用
し
、
世
界
農
業

遺
産
を
認
証
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
ほ
し

い
と
思
う
。

ま
た
、
阿
蘇
西
地
区
の
こ
と
だ
が
、
地

域
・
元
気
臨
時
交
付
金
で
市
道
の
舗
装
が

で
き
る
と
思
う
が
、
地
域
の
要
望
の
強
い
、

市
道
枳
乙
姫
線
の
舗
装
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
市
道
枳
乙
姫
線
は
、
幹

線
道
路
の
整
備
に
伴
っ
て
道
路
整
備
が
必

要
で
す
の
で
、
西
側
の
方
か
ら
整
備
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
未
来
館
、
蘇
水
館
と
も
、
建
設

時
の
約
束
と
し
て
温
泉
建
設
の
覚
書
が
あ

る
が
、
有
効
性
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
も
覚
書
に
基
づ

い
て
、
い
ろ
い
ろ
協
議
が
続
い
て
お
り
ま

す
の
で
、
ま
だ
効
力
が
あ
る
と
解
釈
し
て

お
り
ま
す
。

五　嶋　義　行

　
　
　
　
土
地
開
発
公
社
の
管
理
と
な
っ

て
い
な
い
岩
本
畜
産
跡
地
は
、
阿
蘇
観
光

の
玄
関
口
阿
蘇
駅
に
近
く
、
北
側
ゾ
ー
ン

の
再
開
発
を
行
う
上
で
、
非
常
に
重
要
な

位
置
を
占
め
る
と
思
う
が
、
当
地
域
は
農

業
振
興
地
域
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
本
畜
産
跡
地
周
辺

は
、
宅
地
化
も
さ
れ
て
お
り
、
農
業
振
興

地
域
の
区
域
外
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
農
振
地
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る

と
す
れ
ば
、
定
住
環
境
ゾ
ー
ン
と
し
て
、

阿
蘇
駅
に
隣
接
し
て
い
る
好
位
置
に
あ
る

こ
と
か
ら
も
、
定
住
化
対
策
や
観
光
業
を

一
元
的
に
推
進
す
る
為
、
民
間
活
力
を
導

入
し
た
新
た
な
街
づ
く
り
と
地
域
の
活
性

化
を
目
指
し
て
は
い
か
が
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
蘇
駅

周
辺
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
19
年
の
田

園
空
間
事
業
か
ら
始
ま
り
、
現
在
駅
の
駐

車
場
、
屋
内
ト
イ
レ
、
ロ
ー
タ
リ
ー
、
駅

舎
内
の
ト
イ
レ
、
噴
水
事
業
と
整
備
を

行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
賑
わ

い
が
１
ヶ
所
に
集
中
す
る
こ
と
な
く
、
全

域
に
わ
た
る
よ
う
な
連
携
を
、
タ
ク

シ
ー
・
バ
ス
等
を
含
め
た
と
こ
ろ
で
考
え

て
い
ま
す
。
岩
本
畜
産
跡
地
界
隈
ま
で
は
、

考
え
が
及
ん
で
い
な
い
の
が
実
態
で
す
。

　
　
　
　
阿
蘇
で
生
ま
れ
、
職
場
が
阿
蘇

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
津
、
菊
陽
に
家
を

購
入
さ
れ
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
と
聞

い
て
い
る
。
若
い
人
た
ち
に
、
阿
蘇
に
定

住
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
岩
本
畜
産
跡

地
が
最
適
で
は
な
い
か
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
ま
で
、
駅

前
に
絞
っ
た
開
発
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
魅
力
的
な
場
所
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
第
２
弾
の

開
発
を
現
実
的
に
す
る
に
は
、
壮
大
な
計

画
が
必
要
で
す
。

　
他
に
、
「
遊
休
地
の
今
後
の
利
用
計

画
」
、
「
統
廃
合
さ
れ
た
保
育
園
、
小
学

校
跡
地
の
再
活
用
と
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
」
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

阿
蘇
駅
周
辺
の
再
開
発
構
想
と
定
住
化
対
策
に
つ
い
て

菅　　　敏　德

阿
蘇
の
農
業
と
阿
蘇
西
地
区
の
今
後
は

岩本畜産跡地

草原の風景

五
嶋

五
嶋

五
嶋

本
山
農
政
課
長

農
政
課
長

五
嶋

和
田
総
務
部
長

井
建
設
課
長

本
山
農
政
課
長

観
光
ま
ち
づ
く
り
課
長

吉
良
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
長

菅

菅

菅
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有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
は
、

行
政
的
に
も
い
ろ
い
ろ
と
支
援
し
て
頂
い

て
い
る
が
、
抜
本
的
対
策
や
個
体
減
少
な

ど
、
広
域
的
な
連
携
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
捕
獲
協
議
会
の
中
で
、

実
施
隊
を
設
け
、
市
の
要
請
に
よ
り
迅
速

な
対
応
が
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

ま
た
、
報
奨
金
に
つ
い
て
は
、
26
年
度
よ

り
「
イ
ノ
シ
シ
」
１
万
３
千
円
、
「
鹿
」

１
万
６
千
円
と
な
る
よ
う
国
の
補
助
事
業

に
取
り
組
み
ま
す
。
今
後
、
広
域
連
携
に

つ
い
て
も
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
幹
線
道
路
と
し
て
、
今
造
っ
て

い
る
市
道
坂
の
上
大
道
線
の
国
道
か
ら
の

取
り
付
け
道
路
の
経
緯
と
現
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
今
後
、
用
地
の
地
権

者
や
隣
接
者
の
方
々
と
の
立
会
い
が
調
え

ば
、
計
画
通
り
に
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
県
道
小
地
野
津
留
線
の
滝
水
駅

東
か
ら
中
江
入
口
間
の
道
路
は
、
道
幅
が

狭
く
、
カ
ー
ブ
も
非
常
に
危
険
だ
が
。

　
　
　
　
　
　
　
県
の
土
木
部
に
確
認
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
平
成
26
年
度
も
事
業
を

継
続
す
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
仁
田
水
踏
切
の
前
後
の
改
良
工
事

を
行
う
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ｒ
と

の
協
議
が
必
要
な
た
め
、
時
間
が
か
か
る

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

古　澤　國　義

　
　
　
　
国
内
の
パ
ソ
コ
ン
の
３
分
の
１

に
搭
載
さ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
社
の
基
本
ソ
フ
ト
「
ウ
ィ
ン
ド
ウ

ズ
Ⅹ
Ｐ
」
の
サ
ポ
ー
ト
期
間
が
、
平
成
26

年
４
月
に
終
了
す
る
が
、
阿
蘇
市
に
お
い

て
は
、
そ
の
後
の
対
応
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
対
策
等
は
万
全
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
市
の
パ
ソ
コ
ン
約
１

１
０
０
台
の
う
ち
１
８
０
台
が
Ｘ
Ｐ
の
ま

ま
で
す
が
、
外
部
接
続
し
て
お
ら
ず
、
外

部
媒
体
の
使
用
も
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
、

ウ
ィ
ル
ス
感
染
や
情
報
流
出
の
心
配
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
１
８
０
台
に
つ
い
て
も
、

平
成
26
年
に
は
リ
ー
ス
期
限
を
迎
え
る
た

め
、
新
た
な
基
本
ソ
フ
ト
へ
の
更
新
を
行

い
ま
す
。

　
　
　
　
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
に
お
け
る
保

育
園
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
研
修
は
、
定
期
的

に
行
っ
て
い
る
か
。
そ
の
中
で
エ
ピ
ペ
ン

の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
職
員
の
理
解
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
熊
本
県
、
阿
蘇
市
に

お
い
て
は
、
エ
ピ
ペ
ン
を
携
帯
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
児
童
は
い
ま
せ
ん
。
も
し
保

育
士
が
打
つ
場
合
は
、
事
前
に
処
方
し
た

医
師
、
保
護
者
、
保
育
園
と
３
者
で
話
し

合
っ
て
、
万
が
一
の
対
応
を
決
め
て
お
く

と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

子
ど
も
を
守
る
、
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
、

緊
急
を
要
す
る
対
応
で
の
エ
ピ
ペ
ン
の
研

修
は
行
わ
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
今
回
、
こ
の
質
問
を
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
保
育
協
会
が
行
う
研

修
時
に
、
エ
ピ
ペ
ン
の
取
扱
い
の
研
修
を

行
う
よ
う
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
他
に
、「
子
育
て
支
援
（
寡
婦
控
除
の

み
な
し
適
用
は
）、（
不
育
症
の
治
療
費
公

費
助
成
を
）、（
風
疹
予
防
接
種
啓
発
・
費

用
の
一
部
助
成
を
）」
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

市
民
の
大
事
な
情
報
を
守
れ
る
か
！

森　元　秀　一

野
生
鳥
獣
被
害
に
つ
い
て

パソコンを使用して仕事をしている様子

国道から坂の上取付け口

古
澤

古
澤

本
山
農
政
課
長

伊
藤
土
木
部
長

古
澤

井
建
設
課
長

森
元

森
元

髙
木
総
務
課
長

山
口
福
祉
課
長

森
元

福
祉
課
長

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て

市
道
坂
の
上
大
道
線
に
つ
い
て



　
　
　
　
野
焼
き
で
、
も
し
も
不
慮
な
事

故
、
又
犠
牲
者
が
出
た
場
合
、
市
の
責
任

は
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
現
状
で
は
、
火
入
れ

を
申
し
入
れ
た
集
落
な
り
、
牧
野
組
合
が

責
任
を
と
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
あ
く
ま
で
も
床
地
は
市
の
財
産

で
あ
り
、
市
も
責
任
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
原
野
は
、殆
ど
が
市
の
所
有

に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、入
会
権
の
部
分
か

ら
、
95
％
は
財
産
区
又
は
地
元
が
権
利
を

持
っ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、入
会
権
上
、

原
野
を
使
用
す
る
地
元
に
責
任
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。た
だ
今
後
は
、市
と
し
て
も
賠
償

責
任
保
険
等
に
も
加
入
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
合
併
時
及
び
現
在
の
人
口
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
合
併
時
３
万
３
９
３

人
、
本
年
11
月
末
現
在
で
２
万
８
２
０
７

人
、２
１
８
６
人
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
人
口
減
少
の
歯
止
め
を
ど
う
考

え
て
お
ら
れ
る
か
。

　
　
　
　
　
　

働
く
場
所
の
確
保
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
一の
宮
統
合
小
学
校
校
舎
の
位
置
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
用
地
選
定
は
、
小
中

連
携
が
出
来
る
所
、
一
の
宮
校
区
の
お
よ

そ
中
心
地
。
小
中
学
校
が
近
く
に
な
れ
ば
、

防
災
機
能
も
向
上
し
、
災
害
時
の
避
難
所

に
も
な
り
ま
す
。
現
在
用
地
交
渉
中
で
す
。

　
　
　
　
３
ヶ
年
間
の
事
業
計
画
は
。

　
　
　
　
　
　
今
年
度
設
計
、
26
年
に
第

１
期
工
事
で
校
舎
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
27
年

に
２
期
工
事
で
体
育
館
・
プ
ー
ル
等
で
す
。

　
　
　
　
全
体
の
事
業
費
、又
財
源
内
訳
を
。

　
　
　
　
　
　
国
庫
補
助
金
６
億
５
千
万

円
、
起
債
と
教
育
施
設
整
備
基
金
を
取
り

崩
し
て
約
22
億
円
、
一
般
財
源
５
千
万
円
、

工
事
費
全
体
で
約
29
億
円
で
す
。

　
　
　
　
病
院
よ
り
先
に
専
用
道
路
が
出
来

る
の
が
当
た
り
前
で
は
な
い
か
。遅
れ
た
理
由
は
。

　
　
　
　
当
た
り
前
に
い
か
な
い
の
が
、

世
の
中
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、

早
急
に
病
院
、
道
路
も
仕
上
げ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
最
終
的
に
総
予
算
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
病
院
開

院
に
か
か
る
予
算
総
額
は
、
４
９
億
８
１

８
８
万
５
千
円
で
す
が
、
こ
れ
以
上
増
額

し
な
い
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。

井　手　明　廣

（12）

　
　
　
　
東
日
本
大
震
災
の
現
地
視
察
研

修
で
、
防
災
施
設
の
大
切
さ
を
改
め
て
感

じ
て
い
る
が
、
本
庁
舎
の
耐
震
強
度
は
ク

リ
ア
出
来
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
本
庁
舎
は
昭
和
56
年
竣

工
で
、
合
併
時
に
補
強
工
事
が
行
わ
れ
て

い
て
、
耐
震
基
準
に
適
合
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
７
・
１
２
豪
雨
災
害
か
ら
１
年

半
が
経
過
し
て
、
当
時
庁
舎
内
部
に
対
策

本
部
を
設
置
、
災
害
の
対
応
に
あ
た
ら
れ

た
が
、
不
都
合
に
感
じ
た
と
こ
ろ
は
な

か
っ
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
災
害
発
生
時
の
本
庁

舎
の
状
況
は
、
被
災
情
報
が
刻
々
と
入
っ

て
く
る
中
、
電
話
の
断
線
、
停
電
も
な
く
、

断
水
等
も
起
こ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
限
ら

れ
た
施
設
、
限
ら
れ
た
条
件
の
中
で
何
を

一
番
に
進
め
る
か
を
考
え
対
応
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
災
害
後
２
階
会
議
室
が
、
対
策

室
と
し
て
永
く
使
わ
れ
て
い
た
が
、
業
務

に
支
障
は
な
か
っ
た
か
。

　
　
　
　
　
　
２
階
会
議
室
は
、
自
衛
隊
、

気
象
庁
、
国
交
省
、
消
防
・
警
察
等
が
使

用
し
、
随
時
、
総
務
課
へ
の
情
報
伝
達
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
全
部
課
長
と
の
災
害

対
策
本
部
会
議
に
は
、
北
側
別
館
全
員
協

議
会
室
を
、
政
府
等
の
視
察
団
に
つ
い
て

は
、
大
会
議
室
に
て
対
応
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
５
年
間
延
長
と
な
っ
た
合
併
特

例
債
を
財
源
に
、
第
二
庁
舎
の
建
設
は
出

来
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
現
時
点
で
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。
ま
ず
は
災
害
か
ら
の
復
興
に
向

け
て
、
全
力
を
注
ぎ
ま
す
。

　
　
　
　
全
国
的
に
建
設
業
の
労
働
者
不

足
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
新
病
院
建

設
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
病
棟
４
階

建
は
「
３
階
部
分
の
型
枠
鉄
筋
工
事
と
、

１
階
部
分
は
配
管
・
間
仕
切
り
工
事
」、

中
央
診
療
棟
２
階
建
は
「
２
階
部
分
の
躯

体
工
事
」、外
来
棟
平
屋
で
は「
屋
根
工
事
」

に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
新
病
院
の
開
院
予
定
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竣
工
・
引
渡

は
３
月
28
日
の
予
定
で
す
が
、
そ
の
後
開

院
の
た
め
の
保
健
所
や
消
防
等
関
係
機
関

の
現
地
調
査
、
引
っ
越
し
、
医
療
機
器
の

試
運
転
や
院
内
シ
ス
テ
ム
の
運
用
テ
ス
ト

が
、
１
〜
２
ヶ
月
間
は
か
か
る
見
通
し
で

す
。
漏
れ
が
な
い
よ
う
に
万
全
を
期
し
て
、

開
院
に
臨
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

防
災
拠
点
を
備
え
た
第
二
庁
舎
建
設
計
画
に
つ
い
て

園　田　浩　文

野
焼
に
伴
う
事
故
の
責
任
は

井
手

井
手

井
手

井
手

和
田
総
務
部
長

渡
邊
経
済
部
長

経
済
部
長

井
手

日
田
教
育
課
長

井
手

井
手

井
手

市
長

井
手

井
野
中
央
病
院
事
務
局
長

佐
藤
市
長

教
育
課
長

教
育
課
長

園
田

園
田

園
田

総
務
課
長

園
田

園
田

園
田

中
央
病
院
事
務
局
長

井
野
中
央
病
院
事
務
局
長

佐
藤
市
長

井
建
設
課
長

髙
木
総
務
課
長

阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
工
事
工
程
に
つ
い
て

過
疎
対
策
に
つ
い
て

「
阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
」に
つ
い
て

一
の
宮
校
区
統
合
小
学
校
に
つ
い
て
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農
業
委
員
女
性
登
用
の
件
で
委

員
会
の
会
長
さ
ん
か
ら
議
長
宛
に
申
し
出

が
あ
っ
た
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
12
月
４

日
に
会
長
以
下
、
議
長
、
副
議
長
、
経
済

建
設
常
任
委
員
長
と
会
合
し
、
議
会
か
ら

の
推
薦
に
つ
い
て
の
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
尾
ヶ
石
地
区
の
方
か
ら
江
入
さ

ん
が
二
期
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
改
選
で
ゼ

ロ
に
な
っ
た
ら
と
心
配
す
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
委
員
会

と
し
ま
し
て
は
、
議
会
に
対
し
て
４
名
の

推
薦
枠
の
中
に
、
是
非
と
も
女
性
の
方
を

参
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
今
後
も

引
き
続
き
お
願
い
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
今
回
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
に

視
察
に
行
き
ま
し
た
。
有
名
に
な
っ
た
数

万
本
の
う
ち
１
本
だ
け
残
っ
た
松
の
木
、

最
高
38
ｍ
の
津
波
の
跡
、
ま
た
、
中
学
生

が
小
学
生
の
手
を
引
き
駆
け
上
が
っ
た
４

㎞
の
坂
道
、
説
明
を
聞
き
、
実
際
に
目
の

当
た
り
に
し
て
想
像
以
上
の
も
の
で
し
た
。

　
今
回
の
統
合
小
学
校
建
設
に
あ
た
り
、

最
近
の
社
会
情
勢
の
乱
れ
も
あ
り
、
若
干

隣
接
す
る
事
に
心
配
が
あ
る
が
、
中
学
校

隣
接
に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
メ
リ
ッ

ト
は
あ
る
と
思
う
が
、
教
育
長
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
　
小
・
中
学
校
が
隣
接
す

る
こ
と
で
、
小
学
生
、
中
学
生
、
先
生
方

の
交
流
や
連
携
が
、
日
常
的
に
行
わ
れ
や

す
く
、
様
々
な
効
果
が
期
待
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
小
・
中
校
区
が
一
体
化

し
ま
す
の
で
、
学
校
行
事
や
授
業
参
観
等

を
連
携
し
て
実
施
す
れ
ば
、
１
日
で
済
ま

せ
ら
れ
る
こ
と
も
保
護
者
に
と
っ
て
メ

リ
ッ
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
先
生
方
に
つ
い

て
は
、
同
じ
敷
地
内
で
持
っ
て
い
る
教
科

の
力
、
或
い
は
生
徒
指
導
等
を
一
緒
に
研

究
す
る
事
に
よ
っ
て
、
指
導
力
も
向
上
す

る
と
思
い
ま
す
。
更
に
は
、
小
学
校
、
中

学
校
の
課
題
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
小
中

学
校
９
年
間

を
見
通
し
た

教
育
活
動
が

で
き
、
非
常

に
教
育
効
果

が
上
が
る
の

で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い

ま
す
。

女

性

が

は

ば

た

く

年

田　中　弘　子

認定農業者の役員会議の風景

　
本
市
議
会
は
、
９
月
定
例
会
に
お
い
て
議
員
定
数
検
討
特
別
委
員
会
を
設
置
。

以
後
５
回
の
議
員
定
数
検
討
特
別
委
員
会
及
び
全
員
協
議
会
を
経
て
、
12
月
定
例

会
最
終
日
、
追
加
日
程
と
し
て
委
員
会
発
議
に
よ
る
「
阿
蘇
市
議
会
議
員
定
数
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
の
議
案
を
上
程
、
賛
成
多
数
で
、

可
決
。
議
員
定
数
22
人
を
次
回
の
一
般
選
挙
か
ら
は
20
人
と
す
る
こ
と
に
致
し
ま

し
た
。
本
条
例
の
提
出
議
案
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

《
議
案
提
出
の
理
由
》

　
阿
蘇
市
議
会
議
員
の
定
数
に
つ
い
て
、

平
成
25
年
９
月
に
設
置
さ
れ
た
議
員
定

数
検
討
特
別
委
員
会
で
検
討
を
重
ね
た

結
果
、
22
人
と
な
っ
て
い
る
議
員
の
定

数
を
20
人
と
す
べ
き
結
論
に
達
し
た
。

《
改
正
後
の
条
例
》

　

阿
蘇
市
議
会
議
員
の
定
数
は
、
地
方

自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
第

91
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
20
人
と

す
る
。

《
附
　
　
　
　
則
》

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行

し
、
同
日
以
後
初
め
て
そ
の
期
日
を
告

示
さ
れ
る
本
市
議
会
議
員
の
一
般
選
挙

（
注
）
か
ら
適
用
す
る
。

【
注
釈
】

「
一
般
選
挙
」
と
は
、
地
方

公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
の

定
数
全
員
に
つ
い
て
行
わ
れ

る
選
挙
を
い
う
。
地
方
公
共

団
体
の
議
会
の
議
員
選
挙
に

つ
い
て
は
、
一
般
選
挙
、
再

選
挙
、
補
欠
選
挙
、
増
員
選

挙
の
別
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の

う
ち
、
一
般
選
挙
は
、
議
員

の
任
期
満
了
、
議
会
の
解
散
、

議
員
の
総
辞
職
な
ど
に
基
づ

い
て
、
全
員
を
改
選
す
る
場

合
に
行
わ
れ
る
ほ
か
、
新
た

な
市
町
村
が
設
置
さ
れ
た
場

合
に
も
行
わ
れ
る
。

本
条
例
の
提
出
議
案
内
容

議
員
定
数
20
名
に
決
定

〜
次
回
一
般
選
挙
か
ら
〜

田
中

田
中

農
業
委
員
会
事
務
局
長

田
中

阿
南
教
育
長

石
嵜
農
業
委
員
会
事
務
局
長

一
の
宮
地
区
統
合
小
学
校
に
つ
い
て
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